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～年金は忘れずに納めましょう～～年金は忘れずに納めましょう～
＝年金は世代と世代の支え合い＝

お問い合わせ先 ・町 民 課 戸 籍 医 療 年 金 係（TEL　01377−2−2453）
・函館年金事務所　国民年金課（TEL　0138−31−9086　※音声案内２→２）

※�全額免除以外の一部免除の場合、納付すべき一部の掛け金
を納付しないと、その期間の免除が無効（未納と同じ）と
なってしまいます。将来の老齢基礎年金の額に反映されず、
また、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年

金を受け取ることができなくなる場合がありますのでご注

意ください。

※�申請は原則として毎年度必要です。ただし令和５年度の免除申請で、全額免除または納付猶予の承認を受けた方

が、免除申請時に翌年度以降も全額免除または納付猶予の申請を希望していた場合は、継続して申請があったも

のとして審査（継続審査）を行うので、免除申請書の提出は不要です。（失業等による特例免除承認者は翌年度

も申請が必要です。）

電子申請の利用方法等については、日本年金機構ホームページで動画を公開していますので、ぜひご覧ください☆

ホームページ・動画はこちら→https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/denshi_kokunen.html

◎不明な点がございましたら、上記ホームページをご覧になるか、年金加入者ダイヤル

（☎０５７０－００３－００４）へお問い合わせください。

納付猶予・学生納付特例の承認を受けた期間は、将来受ける年金の受給資格期間には算入されますが、年金額
には反映されません。

しかし、承認後１０年以内であれば追納ができます。（承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降は、
当時の保険料に一定の金額が加算されるのでご注意を！）

国民年金の免除制度には
◦「全額免除」◦「４分の３免除（４分の１納付）」
◦「半額免除（半額納付）」◦「４分の１免除（４分の３納付）」

の４種類があります。

対 象 手 続

①国民年金第1号被保険者加入の届出（退職後の厚生年金からの変更等）
②国民年金保険料 免除・納付猶予の申請
③国民年金保険料 学生納付特例の申請
④国民年金 付加保険料納付申出(辞退)の申出
⑤国民年金 付加該当(非該当)の届出
⑥国民年金保険料の産前産後免除の届出

メリット１～24時間365日、申請ができます！
メリット２～スマートフォンで簡単に申請ができます！
メリット３～処理状況や申請結果が確認できます！

◆免除が承認された場合の納付額（令和６年度）

◎５０歳未満の方には「納付猶予制度」、学生の方には「学生納付特例制度」があります

国民年金の免除制度国民年金の免除制度
をご利用ください！をご利用ください！

毎月の納付額
全 額 免 除 な　し
４分の３免除（４分の１納付） ４，２５０円
半 額 免 除（半 額 納 付） ８，４９０円
４分の１免除（４分の３納付） １２，７４０円

マイナポータルから国民年金手続の電子申請ができます！マイナポータルから国民年金手続の電子申請ができます！
～できることが増えました～～できることが増えました～


